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平成27年10月から

標準報酬制に移行します
第4回

これまで本紙でお知らせしてきたとおり、被用者年金の一元化に伴い、本年 10 月から共済組合の保険料（掛
金・負担金）及び給付額の算定方法が、手当率制から標準報酬制に移行します。今号では、初回の標準報酬の
算定方法や標準報酬制に関するQ＆Aなどを掲載しております。

初回の標準報酬は平成27年6月に受けた報酬で決定します

（算定例）共済　太郎

平成 27 年 6 月の給与支給明細書

基本給
300,000

扶養手当
26,000

住居手当
27,000

通勤手当 ※
4,100

単身赴任手当 管理職手当
固定的給与

時間外勤務手当
45,000

宿日直手当 管理職特勤手当 夜間勤務手当 休日勤務手当
12,000

非固定的給与

※ 通勤手当が複数月分まとめて支給されている場合は、1 か月当たりの金額を算出して当てはめます。

○　平成 27 年 6 月の報酬月額は、上記基本給及び諸手当を合算した 414,100 円 となり、414,100 円を
標準報酬等級表に当てはめた 23 等級 410,000 円 が共済太郎さんの標準報酬となります。

※標準報酬等級表については前号に挟み込みのリーフレットをご覧ください。

標準報酬決定通知書を配付します

共済組合では、所属所の共済事務担当課から、組合員皆様の本年 6月における報酬支給実績の報告を受け、平
成 27 年 10 月から平成 28 年 8 月まで適用される標準報酬を決定し、組合員の皆様に決定通知書を配付しますの
で、お手元に届きましたらご確認ください。
なお、決定した標準報酬は、共済組合の短期、長期及び福祉の保険料の算定基礎となります。

標 準 報 酬 　 決 定 ・ 改 定 通 知 書
愛媛県市町村職員共済組合

下記のとおり標準報酬を決定・改定しましたので、通知します。

共済　太郎　様 決定・改定事由 適 用 開 始

平成 27 年 10 月
区 分 標 準 報 酬 等 級 標 準 報 酬 月 額

新 等 級

短 期 第 2 3 級 410　　千円

長 期
厚 生 年 金 第 2 3 級 410　　千円
退 職 等 年 金 給 付 第 2 3 級 410　　千円

従 前 等 級

短 期 第 　 級 千円

長 期
厚 生 年 金 第 　 級 千円
退職 等 年 金 給 付 第 　 級 千円

【このページについての問合せ先】　共済組合総務課　総務係　℡ 089（945）6315
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【このページについての問合せ先】　共済組合総務課　総務係　℡ 089（945）6315

標準報酬　Q＆A

Q　10月から共済の各保険料が増加しています。どうしてでしょうか？

A　従前の制度では、皆様の諸手当の額を一律基本給の 25％と見込んで保険料を計算していましたが、
10 月以降は個々人の諸手当額に応じて保険料を計算するようになったため、諸手当の額が基本給の
25％を上回る方は、各保険料が増額となります。

（保険料算出のイメージ）
 9 月まで　：　（基本給　＋　基本給 ×0．25  ）×保険料率　＝　保険料

仮定の諸手当

10 月以降　：　（基本給　＋　実際の諸手当  ）×保険料率　＝　保険料
➡

Q　6月の報酬が初回の標準報酬に反映されると聞きました。5月に超過勤務が多く6月の報酬が
高額だったのですが、一度決定された標準報酬は変更されないのでしょうか？

A　原則として今回決定された標準報酬は、平成 28 年 8 月分の保険料まで適用されます。ただし、決定
後に固定的給与 ※1 の変動があった方のうち一定条件を満たした方は、次回の定時決定を待たずして標
準報酬が改定（随時改定）されることがあります。
なお、6月の報酬が他月と比較して著しく高額で、その状況が業務の性質上、例年発生することが見

込まれる場合は、6月を含む前 1年間の月平均を用いて標準報酬を算定することも可能ですので、詳し
くは所属所の共済事務担当課までお問い合わせください。
※1　基本給・扶養手当・へき地手当・住居手当・通勤手当など

Q　私は現在、育児短時間勤務中で給料が減額されています。これまでは申出により減額分に対
応する長期の保険料は免除されてきました。しかし、10月以降は育児部分休業中・育児短時間
勤務中の保険料免除がなくなると聞きました。もう免除を受けることはできないのでしょうか？

A　育児部分休業中・育児短時間勤務中の者に係る長期保険料免除については、制度移行前と移行後では
考え方が異なるだけで実質的な取扱いに大きな差異はありませんのでご安心ください。

（長期保険料免除のイメージ）
9 月まで 10 月以降

満
額
保
険
料

減額分
　保険料
　免除 年

金
の
算
定
基
礎

特例により　
算定基礎に　
含める　　

減額分

減額後の
給料

減額後の
標準報酬

満
額
保
険
料

※ は保険料徴収部分
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平成27年10月から
休業給付と災害給付の給付額算定方法が変わります

現在の休業給付及び災害給付は、手当率制（一律に給料月額の 25％を諸手当とみなす）により
給付額を算定していますが、平成 27 年 10 月からは、標準報酬制に移行することに伴い、実際に支
給された諸手当の額を基に決定した標準報酬月額を用いて給付額を算定することになります。その
ため、同じ基本給であっても、諸手当の額が異なることで給付額は変わってくることになります。

【休業給付】
種　類 平成 27 年 9 月まで 平成 27 年 10 月以降

傷 病 手 当 金
１日につき

給料日額 ×2/3×1.25
１日につき

標準報酬の日額 ×2/3

出 産 手 当 金
１日につき

給料日額 ×2/3×1.25
１日につき

標準報酬の日額 ×2/3

休 業 手 当 金
１日につき

給料日額 ×60/100
１日につき

標準報酬の日額 ×50/100

育児休業手当金
１日につき

給料日額 ×50/100(※)×1.25
１日につき

標準報酬の日額 ×50/100(※)

介護休業手当金
１日につき

給料日額 ×40/100×1.25
１日につき

標準報酬の日額 ×40/100

「給料日額」･･･ 給料月額の 1/22 の額、「標準報酬の日額」･･･ 標準報酬の月額の 1/22 の額
(※) 育児休業手当金については、育児休業開始から 180 日までは 67/100 となります。

平成 27 年 10 月前から休業給付を受給している方で、平成 27 年 10 月 1 日をま
たいで引き続き休業給付を受給する場合は、平成 27 年 9 月 30 日分までは給料日
額を基に給付額を算定し、平成 27 年 10 月 1 日分からは標準報酬の日額を基に給
付額を算定することになります。そのため、平成 27 年 9 月分までの給付額と平
成 27 年 10 月分以降の給付額は増減することになります。

【災害給付】
種　類 平成 27 年 9 月まで 平成 27 年 10 月以降

弔 慰 金

家族弔慰金

弔慰金：給料の１月分 ×1.25
家族弔慰金：給料の１月分 ×
1.25×70/100

弔慰金：標準報酬の月額
家族弔慰金：標準報酬の月額
×70/100

災害見舞金
損害の程度に応じて定められた月数

× 給料 ×1.25
損害の程度に応じ定められた月数

× 標準報酬の月額
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ジェネリック医薬品を選択できます

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

  

を
配
付
し
ま
す

ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬（先発医薬品）と同様に薬事法に
基づいて厚生労働省の認可を受けており、有効性、安全性が実証されてきた新薬
と同等であると認められた医薬品です。価格は、新薬の約２〜７割程度で発売されますので、
ジェネリック医薬品を選択すれば薬代が節約できます。さらに、共済組合が支払う薬剤に係
る医療費も抑えられますので、皆様が毎月支払っている掛金の抑制にも効果が期待されます。
ただし、処方されている新薬にまだジェネリック医薬品がない場合や症状や病状などにより

新薬が適切だと医師が判断する場合もありますので、医師や薬剤師と相談しながら、上手にジェ
ネリック医薬品をご活用ください。

自己負担軽減通知によるジェネリック医薬品への切替状況

平成 26 年 11 月に「ジェネリック医薬品による自己負担軽減に関するお知らせ」を対象者 1,123 名の方
に配付しました。その後、平成 26 年 12 月から平成 27 年 5 月までの間に 20％（224 名）の方がジェネリッ
ク医薬品に切り替えられました。6か月間で累計約 141 万円の薬剤費の削減効果がありました。ご協力あ
りがとうございました。
　対象者：20 歳以上の組合員又は被扶養者で、ジェネリック医薬品に
　　　　　切替えた場合に 1か月の自己負担が 300 円以上軽減される者

今年度もジェネリック医薬品差額通知書を配付します

平成 27 年 11 月から 12 月にかけて、ジェネリック医薬品に切り替えることにより自己負担に一定額以上の
軽減が見込まれる方などを対象に、自己負担軽減額等のお知らせを配付する予定です。当該通知書が届いた方
は、内容をご確認のうえ、医師や薬剤師と相談しながらジェネリック医薬品への切替をご検討ください。

今
年
度
も
、
皆
様
に
医
療
費
に
対
す
る
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
２
回
、「
医

療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
所
属
所
の
共
済
事
務

担
当
課
を
経
由
し
て
配
付
す
る
予
定
で
す
。

第
１
回
目

（
配
付
予
定
時
期
）

平
成
27
年
11
月
下
旬

（
対
象
診
療
月
）

平
成
27
年
１
月
〜
６
月

第
２
回
目

（
配
付
予
定
時
期
）

平
成
28
年
３
月
中
旬

（
対
象
診
療
月
）

平
成
27
年
７
月
〜
12
月

お
問
合
わ
せ
先　

共
済
組
合
保
健
課
医
療
係

（
０
８
９
‐
９
４
５
‐
６
３
１
３
）

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

H26.12 H27.1 H27.2 H27.3 H27.4 H27.5

211,505
230,653

191,209

269,004
244,924

269,171

累計削減額　約141万円！！

（単位：円）

切替有り
224人
（20％）

レセプトデータ無し
58人
（5％）

切替無し
841人
（75％） ※切替人数の定義

効果測定期間中に新たにジェネリックの
使用が確認出来た者

合計
1,123人

◆切替人数割合 ◆削減額推移 
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８
月
に
実
施
し
ま
し
た
被
扶
養
者
の
資

格
調
査
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
終

了
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
何
か
月
も
遡
っ
て
扶
養

認
定
を
取
り
消
す
事
例
も
見
ら
れ
、
中
に

は
医
療
費
の
返
還
が
生
じ
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
。

今
後
、
次
の
よ
う
な
事
例
に
該
当
し
た

場
合
な
ど
、
被
扶
養
者
の
要
件
を
満
た
さ

な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
取
消
手

続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
被
扶
養
者
の
収
入
や
生
計
状
況

に
変
動
が
生
じ
た
場
合
等
で
、
認
定
の
可

否
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
所
属
所
の
共
済
事
務
担
当
課
（
係
）

又
は
共
済
組
合
総
務
課
総
務
係
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
９
‐
９
４
５
‐
６
３
１
５
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
認
定
要
件
は
前
号
10
、
11
頁
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

就　

職

被
扶
養
者
が
就
職
し
た
場
合
は
認
定

取
消
の
手
続
を

就
職
先
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
、

収
入
に
関
係
な
く
被
扶
養
者
の
資
格
を
失

い
ま
す
。
特
に
学
校
を
卒
業
し
就
職
さ
れ

た
子
の
取
消
手
続
漏
れ
が
多
く
あ
り
ま
し

た
の
で
、
手
続
は
速
や
か
に
お
願
い
し
ま

す
。

収
入
の
増
加

収
入
が
認
定
基
準
額
で
あ
る
年
額

１
３
０
万
円
（
障
害
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
、
若
し
く
は
60
歳
以
上

で
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
１
８
０
万
円
）
以
上
と
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
認
定
取
消
の

手
続
を

注
意
！　

年
間
収
入
と
は
？

扶
養
認
定
に
お
け
る
「
収
入
」
と
は
、

所
得
税
法
上
の
「
所
得
額
」
を
さ
す
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
年
度
（
４
月
〜
翌
年
３
月
）

や
暦
年
（
１
月
〜
12
月
）
と
い
っ
た
期

間
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
認
定
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
の
現
在
及
び
将
来
に

わ
た
っ
て
恒
常
的
に
取
得
で
き
る
と
見

込
ま
れ
る
年
間
の
収
入
総
額
を
い
い
ま

す
。給

与
収
入

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
給
与
収

入
が
あ
る
被
扶
養
者
に
つ
い
て
は
、
次
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
で
認
定
取
消
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
収
入
状
況
を
常
に
確

認
し
、
認
定
基
準
額
以
上
と
な
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
取
消
手

続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
収
入
が
認
定
基
準
額
を
下
回
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
雇
用
先
に
お
い
て
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
健
康
保
険
制
度
の
二
重
加
入
と

な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
例
》

○
前
年
は
短
時
間
の
パ
ー
ト
勤
務
で
あ
っ

た
が
、
勤
務
形
態
の
変
更
に
よ
り
収
入

が
認
定
基
準
額
以
上
と
な
っ
て
い
た
。

○
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
収
入
が
認
定
基
準

額
以
上
と
な
っ
て
い
た
。

※
給
与
収
入
と
は
、
給
料
・
ボ
ー
ナ
ス
・

諸
手
当
等
の
、
各
種
社
会
保
険
料
等
控

除
前
の
総
収
入
額
を
い
い
ま
す
。

雇
用
保
険

雇
用
保
険
法
に
基
づ
く
失
業
給
付
は
、

一
定
期
間
一
定
金
額
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

か
ら
恒
常
的
収
入
と
み
な
し
ま
す
の
で
、

給
付
額
が
日
額
３
６
１
２
円
以
上
と
な
る

場
合
は
認
定
取
消
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
失
業
給
付
の
受
給
が
終
了
し
、

再
就
職
す
る
こ
と
な
く
「
主
と
し
て
組
合

員
の
収
入
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

る
」
場
合
は
、
再
び
扶
養
認
定
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
失
業
給
付
を
受
給
し
た
場
合
の
認
定
取

消
日
は
、
原
則
と
し
て
給
付
制
限
期
間

　共済だより 10月号 Vol.286 6

被
扶
養
者
の
認
定
取
消
手
続
は
お
早
め
に
！

―　

平
年
27
年
度　

資
格
調
査
を
終
え
て　

―



の
終
了
日
の
翌
日
と
な
り
ま
す
。
公
共

職
業
安
定
所
の
処
理
日
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

事
業
収
入

農
業
、
商
業
、
製
造
業
、
そ
の
他
の
事

業
か
ら
生
じ
る
収
入
や
土
地
、
家
屋
等
の

賃
貸
に
よ
る
収
入
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
収
入
額
か
ら
、
共
済
組
合
が
認
め
る
必

要
経
費
を
控
除
し
た
額
が
、
該
当
者
の
事

業
及
び
不
動
産
収
入
と
な
り
ま
す
。

所
得
税
法
上
は
必
要
経
費
と
し
て
認
め

ら
れ
て
も
、
被
扶
養
者
の
認
定
に
お
い
て

は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
必
要
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
】

売
上
原
価（
仕
入
れ
等
）・
給
料
・
賃

金
・
修
繕
費
・
消
耗
品
費
・
地
代
家
賃
・

そ
の
他
特
に
組
合
が
必
要
と
認
め
た

経
費

【
必
要
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
も
の
】

減
価
償
却
費
・
貸
倒
金
・
借
入
金
利

息
・
租
税
公
課
・
損
害
保
険
料
・
旅
費
・

交
通
費
・
通
信
費
・
接
待
交
際
費
・
福

利
厚
生
費
・
広
告
宣
伝
費
・
運
搬
費
・

そ
の
他

年
金
収
入

受
給
年
金
額
の
増
加
に
よ
り
扶
養
認
定

を
取
り
消
す
場
合
の
取
消
日
は
、
年
金
の

裁
定
通
知
日
若
し
く
は
年
金
額
改
定
通
知

日
ま
で
遡
り
ま
す
。
認
定
基
準
額
以
上
と

な
る
ケ
ー
ス
と
し
て
次
の
よ
う
な
例
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
年
金
額
の
改
定
や
老

齢
基
礎
年
金
・
遺
族
給
付
・
障
害
給
付
の

受
給
開
始
な
ど
、
被
扶
養
者
の
年
金
額
の

変
動
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
例
》

○
65
歳
に
な
り
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
認
定
基
準

額
以
上
と
な
っ
て
い
た
。

○
配
偶
者
が
亡
く
な
り
、
遺
族
年
金
を
受

給
し
て
い
た
。

《
父
母
の
収
入
額
に
つ
い
て
》

父
母
の
扶
養
認
定
に
つ
い
て
は
、
夫
婦

相
互
扶
助
義
務
の
観
点
か
ら
、
双
方
の
収

入
を
合
算
し
て
判
断
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
例
え
ば
、
母
親
の
収
入
が

変
わ
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
父
親
の

収
入
が
増
加
し
、
双
方
の
収
入
を
合
算
し

た
と
き
、
そ
の
収
入
に
よ
り
父
母
が
社
会

通
念
上
、
生
活
維
持
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
場
合
は
、
収
入
額
が
増
加
し
た
父
親
だ

け
で
な
く
、
母
親
に
つ
い
て
も
認
定
取
消

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

別　

居

組
合
員
と
の
同
居
を
要
件
と
す
る
被

扶
養
者
（
義
父
母
、
兄
姉
な
ど
）
が

組
合
員
と
別
居
し
た
場
合
は
認
定
取

消
の
手
続
を

扶
養
認
定
要
件
の
同
居
と
は「
生
計（
住

ま
い
、
食
費
、
家
計
等
）
を
同
一
に
し
て

い
る
」
場
合
を
い
い
ま
す
。
二
世
帯
住
宅

や
同
じ
敷
地
内
の
別
棟
で
生
活
を
し
、
生

計
が
分
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し

て
別
居
と
み
な
し
ま
す
。

な
お
、
同
居
を
要
件
と
し
て
い
な
い
父

母
に
つ
い
て
も
、
別
居
に
伴
い
父
母
に
対

す
る
経
済
的
援
助
を
し
な
く
な
っ
た
場
合

や
、
経
済
的
援
助
は
し
て
い
る
が
そ
の
額

（
仕
送
り
額
）
が
父
母
の
収
入
の
総
額
（
仕

送
り
額
を
含
む
。）の
３
分
の
１
未
満
の
場

合
は
認
定
取
消

と
な
り
ま
す
。

被
扶
養
者
の

「
認
定
日
」・「
取
消
日
」

に
つ
い
て

〈
認
定
日
〉

認
定
要
件
を
備
え
た
日
が
認
定
日
と

な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
認
定
要
件
を
備
え
た
日
か

ら
30
日
を
過
ぎ
て
届
出
が
あ
っ
た
場
合

は
、
各
所
属
所
の
共
済
事
務
担
当
課

（
係
）が
そ
の
届
出
を
受
け
付
け
た
日
が

認
定
日
と
な
り
ま
す
。
遡
っ
て
認
定
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
届

出
は
速
や
か
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
取
消
日
〉

認
定
要
件
を
欠
い
た
日
が
取
消
日
と

な
り
ま
す
。
遡
っ
て
認
定
が
取
り
消
さ

れ
た
場
合
、
取
消
日
以
降
に
組
合
員
証

等
を
使
用
し
て
保
険
医
療
機
関
で
診
療

を
受
け
て
い
た
と
き
は
、
共
済
組
合
が

支
払
っ
た
医
療
費
を
全
額
返
還
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
被
扶
養
配
偶
者
の
方
に
つ
い

て
は
、「
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
」

の
資
格
に
つ
い
て
も
遡
っ
て
取
り
消
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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平
成
27
年
６
月
26
日
え
ひ
め
共
済
会
館

に
お
い
て
、
各
所
属
所
の
労
働
安
全
衛
生

業
務
担
当
者
等
を
対
象
に
健
康
管
理
等
に

関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
標
記
研
修
会
を

開
催
し
、
38
名
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
職
員
よ
り
短
期
給
付
の
現
況
及

び
保
健
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
引

き
続
き
愛
媛
県
立
中
央
病
院
の
戎
井
理
先

生
に
『
糖
尿
病
と
言
わ
れ
た
ら
！
』
と
題

し
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〔
講
演
要
旨
〕

糖
尿
病
と
い
う
の
は
、
血
糖
値
が
上
が

る
病
気
と
い
う
の
は
よ
く
ご
存
知
だ
と
思

い
ま
す
。

糖
尿
病
初
期
は
症
状
が
な
い
た
め
、
治

療
せ
ず
に
放
置
し
血
糖
値
が
高
い
状
態
が

続
く
と
、
血
中
の
糖
が
全
身
の
血
管
を
傷

め
て
様
々
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

細
い
血
管
で
起
き
る
合
併
症
は
三
大
合
併

症
と
い
わ
れ
る
糖
尿
病
性
神
経
症
、
網
膜

症
、
腎
症
な
ど
で
、
太
い
血
管
で
は
動
脈

硬
化
に
よ
る
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
進
行
す
る
と
失
明
や
下
肢

を
切
断
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病
の
診
断
基
準
と
な
る
血
糖
値
は
、

糖
尿
病
性
網
膜
症
を
起
こ
し
始
め
る
値
で
、

個
人
差
は
な
く
、
基
準
値
を
超
え
て
い
る

人
は
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

糖
尿
病
の
合
併
症
を
防
ぐ
に
は
、
血
糖

値
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
で
あ
り
、
生

活
習
慣
を
改
善
し
な
け
れ
ば
治
療
は
困
難

で
す
。
糖
尿
病
の
治
療
で
最
も
重
要
な
の

は
食
事
療
法
で
す
。食
事
療
法
を
せ
ず
、薬

で
血
糖
値
を
下
げ
る
だ
け
で
は
、
食
べ
続

け
て
薬
の
量
が
増
え
続
け
る
、
と
い
う
悪

循
環
が
続
い
て
し
ま
い
ま
す
。

外
来
治
療
で
の
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

難
し
い
場
合
は
、
入
院
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
不
良
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

重
症
患
者
に
は
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
教

育
を
受
け
て
い
な
い
た
め
に
放
置
し
、
重

症
化
し
て
い
る
症
例
が
見
ら
れ
ま
す
。
患

者
に
糖
尿
病
教
育
を
受
け
て
も
ら
い
、
治

療
の
必
要
性
を
患
者
自
身
が
理
解
す
る
こ

と
が
治
療
の
動
機
付
け
と
な
り
、
重
症
化

の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

当
院
の
糖
尿
病
の
患
者
の
う
ち
、
自
ら

専
門
医
を
受
診
す
る
方
は
２
割
程
度
で
あ

り
、７
〜
８
割
の
患
者
は
、糖
尿
病
専
門
医

以
外
の
内
科
系
、
若
し
く
は
皮
膚
科
、
眼

科
等
の
内
科
以
外
の
医
師
か
ら
の
紹
介
で

す
。こ

の
こ
と
か
ら
、
専
門
医
以
外
の
医
師

が
糖
尿
病
患
者
を
見
つ
け
出
し
、
糖
尿
病

教
育
が
で
き
る
医
療
機
関
に
紹
介
し
、
糖

尿
病
教
育
を
受
け
て
も
ら
う
こ
と
が
、
糖

尿
病
合
併
症
を
防
ぐ
の
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
を
活
用
し
て 

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
回
避

ご
家
族
（
被
扶
養
者
）
で
、「
特
定
健

康
診
査
受
診
券
」・「
特
定
保
健
指
導
利
用

券
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
有
効
期
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
手
元
の
券
を
ご
確
認
の

上
、「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」
は
平
成
27

年
12
月
31
日
、「
特
定
保
健
指
導
利
用
券
」

は
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
限
内
の

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

費
用
は
共
済
組
合
が
全
額
負
担
し
ま
す

の
で
、
組
合
員
の
皆
様
か
ら
早
め
の
利
用

を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。
受
診
券
等
を
紛
失

し
た
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
、
共
済

組
合
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

特
定
健
康
診
査（
以
下「
特
定
健
診
」）

40
歳
〜
74
歳
の
組
合
員
及
び
被
扶
養
者

を
対
象
と
し
た
、
メ
タ
ボ
を
は
じ
め
主
な

生
活
習
慣
病
に
的
を
絞
っ
た
健
診
で
す
。

な
お
、
人
間
ド
ッ
ク
等
助
成
利
用
者
及

び
職
場
の
定
期
健
康
診
断
を
受
け
ら
れ
た

方
は
、
そ
れ
を
も
っ
て
特
定
健
診
を
受
診

し
た
も
の
と
し
ま
す
。

※
被
扶
養
者
で
パ
ー
ト
先
等
の
定
期
健
康

診
断
等
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
健
診
結

果
を
共
済
組
合
に
ご
提
出
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
特
定
健
診
を
受
診
し
た
も
の

と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
共
済
組
合
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

特
定
保
健
指
導

特
定
健
診
結
果
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
生

活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
定
さ
れ

た
方
を
対
象
に
、
面
接
・
通
信
に
よ
る
生

活
習
慣
改
善
の
た
め
の
支
援
を
行
う
も
の

で
す
。
対
象
と
な
っ
た
被
扶
養
者
の
方
に

は
、
随
時
「
特
定
保
健
指
導
利
用
券
」
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
方
は
、
所

属
所
か
ら
ご
案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
定
健
診
等
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

共
済
組
合
保
健
課
厚
生
係

（
０
８
９
‐
９
４
５
‐
６
３
１
８
）

特定健康診査検査項目一覧表

検査項目

身体計測
身長・体重
BMI・腹囲

血圧測定
収縮期血圧
拡張期血圧

脂質検査

中性脂肪
HDLコレステロール

LDLコレステロール

肝機能検査
AST（GOT）
ALT（GPT）
γ‐GT（γ‐GTP)

血糖検査
空腹時血糖★
HbA1c★

尿検査
尿糖
尿蛋白

貧血検査
ヘマトクリット値※
血色素量※
赤血球数※

心電図検査 心電図※

眼底検査 眼底※

 は保健指導対象者選定のための項目。
★はいずれかの項目の実施で可。
※は医師の判断に基づき選択的に実施。

▲愛媛県立中央病院
腎・糖尿病センター

副センター長
糖尿病内分泌代謝内科

主任部長

　戎
えびす

井
い

　 理
おさむ

 氏
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労
働
安
全
衛
生
業
務

担
当
者
研
修
会
開
催

平
成
27
年
度

無料
です！



７
月
15
・
16
、
８
月
11
・
12
日
に
、
え
ひ
め
共

済
会
館
に
お
い
て
50
歳
以
上
の
組
合
員
を
対
象
と

し
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

４
日
間
で
あ
わ
せ
て
１
８
３
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
充
実
し
た

生
活
を
送
る
た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン（
人
生
設
計
）

の
作
成
方
法
や
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
「
生
き

が
い
」、「
健
康
づ
く
り
」、「
家
庭
経
済
設
計
」
に

つ
い
て
の
講
演
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日　    程　    表
時    間 内　　　容

10:30〜10:35 開会あいさつ

10:35〜10:40 オリエンテーション

10:40〜10:50 〔DVD上映〕

10:50〜12:10
｢あなたのライフプラン｣
一般財団法人地域社会ライフプラン協会
業務部参事　元井　昌枝 氏

13:00〜14:00
「ゆとりを築くマネープランセミナー」
株式会社伊予銀行本店リテール推進部
児玉　洋平 氏

14:10〜15:00 共済制度について

15:00〜15:20 互助会事業について

業務部参事

元
もと

井
い

　昌
まさ

枝
え

 氏

本店
リテール推進部

児
こ

玉
だま

　洋
よう

平
へい

 氏

（一財）地域社会
ライフプラン協会

㈱伊予銀行

平成26年度　組合員被扶養者別人間ドック等区分別利用状況

区分

年齢

1日 2日通院 1泊2日 脳ドック 合　　計 組合員
受診率

被扶養者
受診率組合員 被扶養者 組合員 組合員 組合員 組合員 被扶養者

30歳〜
39歳

2,155 330 - - - 2,155 330 59.58% 25.78%

40歳〜
49歳

3,382 628 105 93 - 3,580 628 76.84% 38.32%

50歳〜
59歳

2,436 548 404 309 185 3,334 548 80.53% 39.68%

60歳〜
69歳

293 100 67 56 22 438 100 78.21% 22.57%

70歳〜       2 22 1 0 1 4 22 40.00% 11.22%

計 8,268 1,628 577 458 208 9,511 1,628 73.24% 32.96%

平
成
26
年
度
人
間
ド
ッ
ク
等
利
用
助

成
の
実
績
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
26
年
度
も
多
く
の
方
に
人
間
ド
ッ
ク
等

利
用
助
成
事
業
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
度
分
の
募
集
は
終
了
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
28
年
度
利
用
分
に
つ
い
て
は
、
12
月
に
所

属
所
を
経
由
し
て
募
集
し
ま
す
。
皆
様
の
健
康

管
理
の
た
め
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー（
50
歳
代
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
）開
催
！

(

一
財)

愛
媛
県
市
町
村
職
員
互
助
会
と
共
同
開
催

講　 　師

●
●
●
参
加
者
の
声
●
●
●

○
残
り
の
公
務
員
生
活
も
考
え
た

上
で
の
退
職
後
の
生
活
・
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
つ
な
が
る
の
だ

と
思
い
、
50
歳
に
な
っ
た
ら
受

講
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。
ど

う
い
う
こ
と
で
社
会
貢
献
で
き

る
か
と
想
像
し
な
が
ら
お
話
を

聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
健
康
に

は
自
信
が
あ
る
も
の
の
経
済
に

も
っ
と
目
を
向
け
る
必
要
が
あ

る
と
思
っ
た
。

○
投
資
知
識
も
必
要
な
時
代
か
と

思
っ
た
。
参
考
に
な
っ
た
。

○
た
い
へ
ん
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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詳細は共済組合ホームページをご覧ください。お申込みは、所属所の共済事務担当課（係）へ

だんしん（団体信用生命保険）

保険金の請求・届出について
だんしん

　「だんしん」は、加入者が貸付金の償還期間中に、万一死亡又は高度障害となったとき、保険金により債務を
相殺する保険制度です。加入者が死亡又は高度障害となったときは、所属所の共済事務担当課（係）を通じて
共済組合へご連絡いただき、保険会社への書類の提出、審査等を経て保険金を受け取る流れとなります。
　うち、特に高度障害については、共済組合での事実の把握が困難です。該当すると思われるときは、速やか
に所属所の共済事務担当課（係）へご連絡ください。

債務返済支援保険

　「債務返済支援保険」は、加入者が貸付金の償還期間中に、病気、傷害又は所定の精神障害により就業不能と
なったときに、最長 3年間、毎月の返済金額相当の保険金を受け取ることのできる保険制度です。
　ご加入中の方でこれらの事由に該当すると思われるときは、速やかに所属所の共済事務担当課（係）へご連
絡ください。

　共済組合の普通貸付（貸付事業）、物資供給事業は、低利で貸付けを受けることができ、給与控除
により返済していただく制度です。手数料なしで一部・全部繰上償還ができ、物資供給事業では償
還期間を柔軟に設定することもできます。また、2つの制度を組み合わせてご利用することも可能で
す。ぜひご活用ください。

普通貸付 物資供給事業

ーローンで自動車・バイク・電気製品等のご購入をお考えの方にー

便利でお得な普通貸付・物資供給事業をご利用ください

貸付金額 通常償還の場合 賞与併用償還の場合

200万円 19,000円×120回
通 常 月：15,429円
賞 与 月：61,716円
償還回数：96回

150万円 15,633円×108回
通 常 月：13,056円
賞 与 月：52,224円
償還回数：84回

100万円 12,269円× 90回
通 常 月：10,024円
賞 与 月：40,096円
償還回数：72回

 50万円  8,909円× 60回

利率（変動利率・１０月１日現在）
年利２.６６%

貸付限度額
給料月額×６月（上限２００万円）

償還回数（元利均等償還）
貸付額により固定（最長１２０回）
１００万円以上のとき賞与併用償還選択可

その他
貸付金は組合員に送金します。

（例）

利率（変動利率・１０月１日現在）
年利２.９０%

利用（立替払）限度額
２００万円

償還回数（元利均等償還）
毎月償還分は最長６０回まで。賞与償還分は、利
用額の半分以内の金額を毎月償還分の返済期間
内で任意の回数を設定できます。

その他
契約業者（指定店）で利用できます。代金は共済
組合が指定店に直接支払います。

（例）

利用金額 毎月償還分 賞与償還分（6・12月）

毎月払200万円 35,848円×60回 —

毎月払100万円
賞与払100万円

17,924円×60回
10月決定の場合
107,116円×10回

毎月払100万円 17,924円×60回 —

毎月払50万円
賞与払50万円

8,962円×60回
10月決定の場合
53,558円×10回

【このページについての問合せ先】　共済組合経理課　貯金貸付係　℡ 089（945）6316

　共済だより 10月号 Vol.286 10



住宅貸付・災害貸付・在宅介護対応住宅貸付（以下「住宅貸付等」という。）を利用して、マイホームを
購入、新築、増改築等されたときには、一定の要件に該当すれば、税法上の住宅借入金等特別控除を受け
ることができます。共済組合では、該当の住宅貸付等に係る「年末残高等証明書」（平成 27 年 12 月 31
日現在）（以下「残高証明書」という。）を次のとおり発行する予定です。 

なお、住宅借入金等特別控除の詳細につきましては、最寄りの税務署へお問い合わせください。

住宅取得資金に係る借入金の
『年末残高等証明書』を発行します

□■共済貯金現在残高通知書をお送りします■□

共済貯金現在残高通知書（平成 27 年 9 月 30 日現在）を、10 月下旬に所属所を通じ、平成 27 年
9 月末現在共済貯金にご加入の皆様にお送りします。お手元に届きましたら、内容をご確認いただ
き、大切に保管してください。
今回は、平成 27 年 4 月 1 日から 9月 30 日までの期間に係る利息計算を行い、利息から源泉分離
課税分 20.315%（国税 15.315%、地方税 5%）を控除した上で元金に加算しています。
あわせて、加入者の皆様には「地方公務員ダイアリー 2016」をお送りしますのでご利用ください。

□■共済貯金制度のご案内■□

共済貯金の貯金利率は年利 1.0%（税引後 0.79685%）、市中銀行の定期預金より高利回りのだんぜ
ん有利な普通貯金です。
お預かりした資金は、国債・地方債等の債券を中心とした安全性の高い金融商品で運用（株式は
保有していません）し、なお不測の事態に備えて積み立てている積立金の額は、平成 26 年度末現在
で 47 億円を超えています。
給与控除による毎月貯金及び賞与貯金のほか、専用の払込書により随時に任意の額（千円単位）
を預け入れることもできます。大切な資産の運用先として、ぜひ活用ください。

◆ 残高証明書を発行する貸付

平成11年1月から平成27年12月までに住宅貸
付等を借り受け、借入金の償還期間が 10 年以上あ
る貸付について、次のとおり残高証明書を発行し
ます。
①平成11年1月から平成26年12月までに住宅貸
付等を借り受け、入居した者（年末調整用）
…平成 27 年 11 月上旬に所属所経由で送付予定
②平成27年1月から平成27年12月までに住宅貸
付等を借り受け、入居した者（確定申告用）
…平成 28 年 1 月下旬に所属所経由で送付予定

共済貯金をご利用いただきありがとうございます

上半期(9月末)決算により
利息を元金に組み入れました

◆ 交付の申請手続など

交付の申請手続は不要です。
ただし、上記の送付期間後に工
事完了報告がなされた場合で控
除の対象となる方は、別途交付
申請書の提出が必要です。
また、一部繰上償還を行った

ことから償還期間が 10 年未満
となった場合や住宅貸付等の工
事完了報告が済んでいない貸付については、証明
書は発行されません。

【このページについての問合せ先】　共済組合経理課　貯金貸付係　℡ 089（945）6316
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補
助
金
額
を
引
き
上
げ
ま
し
た
！ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助

の
ご
案
内

共
済
組
合
で
は
組
合
員
及
び
被
扶
養
者
を
対
象
に
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。（
公
費
の
適
用
が
あ
る
方
を
除
く
。
た
だ
し
、

公
費
負
担
額
が
補
助
金
額
を
下
回
る
場
合
は
、
そ
の
差

額
を
支
給
し
ま
す
。）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
及
び
重
症
化
の
予
防
と
、

医
療
費
の
抑
制
も
期
待
で
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

○
補
助
金
額
…
１
５
０
０
円

（
平
成
27
年
度
接
種
分
か
ら
）

※
１
人
１
事
業
年
度
１
回

○
請
求
方
法
…
「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
補
助
金
請
求
書
」

に
領
収
書
（
予
防
接

種
名
・
被
接
種
者
名
・

接
種
日
・
金
額
・
発

行
者
名
が
明
記
さ
れ

た
も
の
、
レ
シ
ー
ト

形
式
、
コ
ピ
ー
は
不

可
）
を
添
付
し
て
所

属
所
の
共
済
事
務
担

当
課
（
係
）
を
経
由

し
て
共
済
組
合
へ
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

インフルエンザ予防接種補助金額（実績）

区　分 接種者数（人） 補助額（円）

平成 24 年度 8,502 8,501,250

平成 25 年度 8,408 8,406,300

平成 26 年度 8,725 8,744,840

共

済

組

合

職

員

募

集

当
共
済
組
合
（
事
務
局
及
び
え
ひ
め
共
済
会
館
）
に
勤
務
す
る

職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
採
用
予
定
人
数

若
干
名

○
受
験
資
格

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
修
業
年
限
４
年
以
上
の

も
の
に
限
る
。）を
平
成
28
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

者
若
し
く
は
右
記
大
学
を
卒
業
し
た
者

○
第
一
次
試
験

平
成
27
年
11
月
14
日
（
土
）

○
採
用
試
験
申
込
書
・
実
施
要
領
の
配
付

平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
共
済
組
合
事
務
局
（
え
ひ
め
共
済

会
館
３
階
）
で
配
付
し
ま
す
。

郵
便
に
よ
り
請
求
す
る
場
合
は
、
必
ず
封
筒
の
表
に
「
採
用

試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
し
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛

先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
））
を
同
封

し
、
左
記
の
「
郵
送
の
あ
て
先
」
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間
等

平
成
27
年
10
月
１
日
〜
10
月
19
日

（
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
松
山
市
三
番
町
５
丁
目
13
‐
１

（
え
ひ
め
共
済
会
館
３
階
）

愛
媛
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合　

総
務
課

℡
０
８
９
‐
９
４
５
‐
６
３
１
５

【
郵
送
の
あ
て
先
】

〒
７
９
０
‐
８
６
７
８

郵
便
事
業
（
株
）
松
山
支
店　

私
書
箱
第
29
号

愛
媛
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合　

総
務
課
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環境にやさしい大豆油インキを
使用しています。

─組合の現況─
（平成２7年８月末現在）

◎所属所数...................................................................41
◎組合員数..............................................14,615人
　　　　男..................................................9,505人
　　　　女..................................................5,110人
◎平均給料月額（短期）...........316,536円
◎被扶養者数........................................17,008人
　（含任継................................................内 155人）
◎任意継続組合員.......................................261人
◎年金受給者数...................................17,256人

表
紙
に
よ
せ
て

イ
ン
ラ
ン
ド
・
シ
ー
・
リ
ゾ
ー
ト　

フ
ェ
ス
パ（
上
島
町
）

瀬
戸
内
海
の
真
ん
中
に
位
置
す
る

上
島
町
・
弓
削
島
に
２
０
１
１
年
５
月

オ
ー
プ
ン
し
た
イ
ン
ラ
ン
ド
・
シ
ー
・
リ

ゾ
ー
ト　

フ
ェ
ス
パ
。

海
の
青
、
空
の
青
、
山
の
緑
、
そ
し
て

風
の
音
に
鳥
の
さ
え
ず
り
。
す
べ
て
受

け
入
れ
る
よ
う
配
置
さ
れ
た
客
室
は
、

全
室
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
・
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
バ
ル
コ
ニ
ー
付
で
、
瀬
戸
内
リ
ゾ
ー

ト
を
満
喫
で
き
ま
す
。
高
級
リ
ゾ
ー
ト

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
充
実
し
た
設
備
を

低
料
金
で
設
定
、
更
に
温
浴
施
設
も
無

料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
ゆ
っ
た
り
流
れ
る
時

間
、
何
も
な
い
こ
と
を
楽
し
む
離
島
な

ら
で
は
の
贅
沢
を
味
わ
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

ご予約・お問い合わせは ...................................

えひめ共済会館
TEL 089-945-6311
FAX 089-945-6322
〒790-0003.松山市三番町5丁目13-1
http://www.ehime-kyosai.jp/kaikan/

◎発行所／愛媛県市町村職員共済組合　松山市三番町5丁目13-1
◎編集発行人／伊藤　正　URL http://www.ehime-kyosai.jp/

特別料理　〜お品書き〜
	前 菜	 季節の前菜三種盛り
	刺 身	 お造り三種盛り
	蒸 し 物	 松山鶏と椎茸の茶碗蒸し
	揚 物	 秋刀魚の竜田揚げ
	一人コンロ	 伊予芋豚の西京焼き
	御 飯	 蟹と帆立の炊き込みご飯　止め椀
	デザート	 季節のフルーツとミニケーキ

お1人様

1泊2食付

7,100円

四季の この秋おすすめ

伊予路プラン

期間：平成27年9月1日〜平成27年11月30日

(税込)

ご予約
承り中

宿泊と夕・朝食をセットにしたお得なプランです。
※朝食はバイキング形式となります。

※上記以外にも各種料理をご予算に合わせてご用意させ
ていただきますのでお気軽にお問い合わせください。


